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サマリー

 TOPICS
• Keepdata社販売管理DXソリューション「EC-Fine」
当社 EC取引基盤システムの採用が決定

 2023年12月期業績予想
• 売上⾼3,500百万円、営業利益340百万円を⾒込む。
• 株主還元は1株当たり15円の配当を予定。

 2022年12月期 概況
• 連結ベース 売上高3,270百万円 営業利益318百万円 当期純利益200百万円
• 外国株取引のためのシステム開発需要が高まり、金融ソリューション事業が好調に推移
• 効率的、効果的な人員配置などプロジェクト管理力が高まり、収益力が向上

 事業環境認識・当社の取り組み
• 当社の主軸である金融・証券業界のIT投資意欲はコロナ禍においても旺盛。
• 事業領域拡大、ビジネスモデル転換、2つの戦略を継続して実施し、規模、収益力を拡大。
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1. 2022年12月期 概況

始めに、
2022年12月期 概況

続いて、
TOPICSと事業環境認識・当社の取り組み

最後に
2023年12月期 業績予想

についてご説明させていただきます。

株式会社トレードワークス、浅見でございます。

はじめに、新型コロナウイルスに関しましては感染状
況が続いておりますため、皆様の安全と利便性を考慮
いたしまして、今回もオンラインでの説明とさせてい
ただきます。
ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
それでは2022年12月期連結決算の概況をご説明させ
ていただきます。



2022年12月期 決算説明レポート

3

1. 2022年12月期 概況

まず、2022年12月期概況についてご説明させてい
ただきます。

2022年12月期につきましては、
株式会社あじょのグループ化、
外国株取引システムの改善需要の高まり、
プロジェクト管理力の向上により
連結ベースで
売上高32億7,000万円
営業利益3億1,800万円
当期純利益は2億円

となりました。
中期経営計画初年度の当期は幸先の良いスタートと
なりました。
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1. 2022年12月期 概況

続きまして2022年12月期業績につきましては、
増収に加え営業利益率が改善し、9.7%に上昇しま
した。

続きまして重点施策の振り返りについてです。
当グループは既存取引先からのニーズ取り込みや株式
会社あじょの子会社化によりシェア拡大と事業領域を
拡大して参りました。
また、7月にはデジタルコマース事業部を新設し、新
しいサービスの開発に着手し、来期以降の本格的な取
り組みに向け着実に進行して参りました。
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1. 2022年12月期 概況

続きまして四半期推移につきましては、第1四半期
に売上が集中した結果、
売上高は7億900万円、
営業利益は1,000万円の損失

となりましたが通期では当初業績予想を上回る結果
となりました。

続きまして営業利益増加要因につきましては、
増収の効果、プロジェクトマネジメント力の向上に
より原価コントロールが寄与し、
営業利益は3億1,800万円、
前事業年度より3,000万円の増益

となりました。
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1. 2022年12月期 概況

続きまして貸借対照表につきまして、
総資産は前期末より7,900万円増加し21億7,800万
円になりました。
前期に比べ投資その他の資産が大きくなった事が資
産の主な増加要因となっております。
流動負債は前期末より2億2,700万円増加し
5億3,900万円となりました。
純資産は前期末より2億4,200万円減少し
14億6,300万円となりました。

続きましてエンジニア数の推移につきましては、
当社グループのエンジニア数は124名となり
上場時から約2倍となりました。
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2. TOPICS

続いて、TOPICSです。

「EC-Fine」に当社EC取引基盤システムの採用が決
定しました。
「EC-Fine」とはソフトウェア販売を行う企業のDX
化を推進するソリューションであり、
これまで手作業の多かった作業をDX化し手間を削
減することが可能です。
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3. 事業環境認識・当社の取り組み

続きまして事業環境認識・当社の取り組みについて
ご説明させていただきます。

当社の事業環境につきましては、
依然新型コロナウイルス感染症拡大の状況が続いて
おりますが、
市場資金等の流入により金融取引市場は活況であり、
当社の主軸であります金融・証券業界ではIT投資意
欲がコロナ禍においても旺盛であると捉えておりま
す。
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3. 事業環境認識・当社の取り組み

5カ年の中期経営計画の2年目といたしまして、
既存事業の拡大、新規事業の本格展開開始に加え、
フィンテックなどをはじめとする次世代金融テクノ
ロジーに取り組んで参ります。
金融システムを中心とする既存事業を確実に遂行し、
次世代金融の新サービス等にも積極的に取り組んで
参ります。
また、ECプラットフォーム、AR/VRコンテンツ、
AIコンテンツ等の新サービスに取り組み、2年後の
黒字化を目指して参ります。

当社の成長戦略としましては、収益基盤の安定化を
図るため、「開発フロー型」からサービスを提供す
る「利用型・ストック型」へのビジネスモデル転換
は引き続き推進してまいります。
また、コアビジネスに加え、新ビジネス及び新領域
への事業拡大を図り、規模・収益力の拡大に努め、
経営基盤の構築を図ってまいります。
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4. 2023年12月期業績予想

続いて、2023年12月期連結業績予想について
ご説明させていただきます。

2023年12月期連結業績予想につきましては、
売上高は35億円、
営業利益は3億4,000万円

としております。
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4. 2023年12月期業績予想

最後に株主還元につきましては、
一株あたり15円の配当を予定しております。

以上、2022年12月期決算のご説明とさせていただ
きます。ご視聴ありがとうございました。
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5. ご参考）中期経営計画 2022年～2026年
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5. ご参考）中期経営計画 2022年～2026年



2022年12月期 決算説明レポート

14

6. appendix
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